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般
質
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般
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問 

一
般
質
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定
例
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
に
関
係
な
く
、
市
長
や
関
係
す
る
理
事
者
に
対

し
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
れ
を
「
一
般
質
問
」
と
い
い
、
六
月
定
例
会
で
は
五
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
（
本
稿
は
、
質
問
し
た
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
八
百
五
十
字
程
度
に
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
図
書
館
等
で
会
議
録
を
閲
覧
い
た
だ
く
か
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
） 

       
 公

有
財
産 

（
処
分
と
適
正
管
理
）
に
つ
い
て 

 

利
用
し
て
い
な
い
土
地
、

建
物
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

有
効
活
用
と
売
却
処
分

を
検
討
し
て
い
る
。 

 

山
林
な
ど
は
、
職
員
が

退
職
し
、
際
面
や
境
界
が
ど
こ

に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が

あ
る
の
で
、
財
産
の
管
理
を
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
や
っ
て

い
き
た
い
。 

 

合
併
後
、
公
共
施
設
の

登
記
は
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。 

 

官
公
庁
の
建
物
の
不
動

産
登
記
は
し
て
い
な
い
。 

 

法
律
に
は
、
公
共
的
な

も
の
は
必
要
な
い
と
書
い
て
い

な
い
。
県
の
学
校
な
ど
は
、
全

部
登
記
し
て
い
る
。
行
政
は
市

民
の
模
範
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
土
地
や
建
物
を
売
却

す
る
と
き
に
は
登
記
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
き
ち
ん

と
登
記
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

        

未
登
記
の
も
の
が
あ
れ

ば
、
関
係
部
署
と
も
相
談
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
。 

 
土
地
開
発
公
社
の
事
業
用
地

の
取
組
と
処
分
に
つ
い
て 

 
公
社
の
借
入
れ
は
二
十

八
億
八
千
八
百
二
十
一
万
円
で
、

今
年
、
市
か
ら
利
子
補
て
ん
を

五
千
百
三
十
一
万
九
千
百
四
十

一
円
し
て
い
る
。
無
駄
な
お
金

で
あ
る
。
必
要
な
い
土
地
を
こ

の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
膨
れ
上

が
り
、毎
年
一
般
会
計
か
ら
五
、

六
千
万
円
を
補
て
ん
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。 

 

公
共
用
地
を
処
分
す

る
の
に
、
鑑
定
を
入
れ
た
ら
す

ご
い
金
額
に
な
り
、
基
金
を
取

崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る

の
で
、
し
に
く
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る
。 

 

駄
目
だ
と
言
う
の
で
は

な
く
、
県
や
国
と
協
議
し
、
前

向
き
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

事
業
化
で
き
る
も
の

は
事
業
化
し
、
事
業
計
画
の
な

い
と
こ
ろ
は
処
分
し
て
い
く
の

が
基
本
で
あ
る
。 

 

早
急
に
処
理
ま
た
は
適

正
な
形
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

  

京
奈
和
自
動
車
道 

大
和
・
御
所
道
路
に
つ
い
て 

 

京
奈
和
自
動
車
道
大
和
・

御
所
道
路
の
進
ち
ょ
く
状
況
と

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。 

 

御
所
区
間
の
延
長
は
約

十
三
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

現
在
、
残
り
の
用
地
買
収
を
行

っ
て
お
り
、
平
成
二
十
八
年
度

の
完
成
を
目
標
に
し
て
い
る
。

供
用
開
始
に
つ
い
て
は
、
工
事

の
完
成
に
合
わ
せ
て
段
階
的
に

開
始
す
る
と
聞
い
て
お
り
、
市

と
し
て
も
早
期
完
成
を
強
く
要

望
し
て
ま
い
り
た
い
。 

 

五
條
・
御
所

間
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い
て
は
、

御
所
道
路
区
間
に
五
箇
所
の
ト

ン
ネ
ル
が
あ
り
、
今
年
度
か
ら

一
部
着
工
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

五
條
側
か
ら
の
一
つ
目
の
ト
ン

ネ
ル
は
、
出
屋
敷
か
ら
東
佐
味

ま
で
の
延
長
三
百
三
十
メ
ー
ト

ル
で
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二

十
五
年
度
の
着
工
予
定
で
あ
る
。 

 

京
奈
和
自
動
車
道
の
開

通
を
五
條
市
の
活
性
化
に
ど
う

つ
な
げ
る
の
か
。 

 

５
万
人
の
森
に
来
て
い

た
だ
い
た
り
、
皆
様
の
ア
イ
デ

ア
も
取
り
入
れ
て
吉
野
川
を
市

民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
整
備

工
事
を
進
め
た
り
、
企
業
誘
致

等
も
踏
ま
え
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
。 

 

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ
い
て 

 

国
の
追
加
経
済
対
策
の

一
つ
に
、
耐
震
化
済
み
の
公
立

学
校
や
官
公
庁
の
建
物
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
財
政
的

に
有
利
な
国
庫
補
助
事
業
が
あ

る
が
、
本
市
の
計
画
は
ど
う
か
。 

 

地
球
温
暖
化
等
の

環
境
学
習
へ
の
活
用
な
ど
を
目

的
に
、
平
成
八
年
度
に
太
陽
光

フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
事
業
と
し

て
五
條
西
中
学
校
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
試
算
で
は
年
間
百

万
円
の
電
気
代
が
軽
減
さ
れ
て

い
る
が
、
保
守
点
検
費
用
等
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
交
付
金
等
で
、
当
該
施

設
の
改
修
工
事
を
行
い
、
学
校

の
エ
コ
化
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

は
新
規
設
置
の
具
体
的
な
予
定

は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

  

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
つ
い
て 

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全
国

的
な
配
備
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
は
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
つ
つ
全
国
的
に
整
備
す
る
と

し
て
お
り
、必
要
に
応
じ
て
消
防

機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、

へ
き
地
に
お
け
る
救
急
医
療
の

確
保
、都
道
府
県
の
区
域
を
越
え

た
連
携
及
び
協
力
体
制
の
確
立

に
も
配
慮
す
る
と
し
て
い
る
。　 

奈
良
県
は
、
従
来
和
歌
山
県

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
利
用
し
て

い
た
が
、
更
に
大
阪
府
と
も
同

様
の
協
定
を
結
び
、四
月
二
十
三

日
か
ら
運
航
開
始
と
な
っ
た
が
、

五
條
市
の
対
応
は
ど
う
か
。 

 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
最
新
の
医
療
機
器
を
装
備
し
、

救
急
医
療
の
専
門
医
、
看
護
師

が
搭
乗
し
た
専
門
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
で
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
搭
乗

し
て
い
る
の
で
、
現
場
か
ら
治

療
が
可
能
と
な
る
。 

消
防
署
で
は
、
気
管
挿
管
や

薬
剤
投
与
等
の
で
き
る
救
命
士

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
こ

の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
有
効
に
活

用
す
れ
ば
、
更
な
る
市
民
の
救

命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
。 

 

平
成
二
十
一
年
度
の 

追
加
経
済
対
策
に
つ
い
て 

 

国
は
平
成
二
十
年
度
の

補
正
予
算
に
よ
る
経
済
対
策
に

続
き
、
追
加
経
済
対
策
に
伴
う

十
四
兆
六
千
九
百
八
十
七
億
円

の
財
政
支
出
を
盛
り
込
ん
だ
二

十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

が
成
立
し
た
が
、
こ
の
経
済
対

策
に
対
し
て
五
條
市
の
対
応
は

ど
う
か
。 

 

本
年
五
月
に
成
立

し
た
国
の
第
一
次
補
正
で
、
地

域
活
性
化
・
緊
急
安
心
実
現
総
合

対
策
交
付
金
事
業
に
お
い
て「
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
や
校
務

の
効
率
化
・
軽
減
を
図
る
こ
と
」

「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

の
た
め
の
野
原
中
学
校
校
舎
の

耐
震
診
断
業
務
委
託
」
「
林
道

の
振
興
を
図
る
た
め
の
林
道
の

維
持
補
修
事
業
」
「
地
区
公
民

館
の
改
良
業
務
の
事
業
」
を
予

算
化
し
た
。 

地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
事
業
は
、道
路
維
持
改

修
事
業
、橋
り
ょ
う
補
強
事
業
、

耐
震
性
貯
水
槽
の
設
置
事
業
な

ど
約
三
十
の
事
業
を
予
算
化
し
、

国
・
県
の
支
援
制
度
を
あ
ら
ゆ

る
面
で
有
効
に
活
用
し
、
地
域

の
活
性
化
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

  市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

 

市
長
は
、
奈
良
県
建
設

業
協
会
五
條
支
部
通
常
総
会
に

来
賓
と
し
て
出
席
し
、
挨
拶
で

「
五
條
市
が
今
後
推
進
す
べ
き

事
業
」
と
し
て
　
　
　
　
　
　 

            

「
五
條
市
で
こ
れ
だ
け
の
仕
事

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。し

か
し
、市
長
就
任
以
来
、議
会
の

反
対
を
受
け
実
現
で
き
な
い
」と

言
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ま
ず
、

「
五
條
市
が
今
後
推
進
す
べ
き

一
　
新
市
役
所
庁
舎
　

四
十
億
円 

二
　
新
消
防
庁
舎
　
　

十
七
億
円 

三
　
新
し
尿
処
理
施
設 

三
十
億
円 

環
境
整
備
工
事
　

十
億
円 

四
　
新
ご
み
焼
却
施
設

五
十
億
円 

五
　
西
吉
野
福
祉
施
設
　

三
億
円 

六
　
Ｊ
Ｒ
五
条
駅
の
整
備
と
南
北   

連
絡
道
路
事
業
　

四
十
億
円 

七
　
新
大
川
橋
　
　
　

三
十
億
円 

八
　
新
墓
地
整
備
　
　
　

三
億
円 

《
合
計
二
百
二
十
三
億
円
》 


